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丹 羽 和 人
里旦_Fe,型 Co,Pi_Fe,PICoにおける強制体積磁歪が計算される｡これらの合金では,浴
融原子の位置に局在スピンが存在し,これによりまわりの母金属原子が磁気的に分極されてい
る｡ Takahashi-Sh血izuのモデルを適用し,母金属のdバンドの体積依存性に対して Lang-
Ehrenreichのモデルを用いる｡飽和磁気モーメントとキュリー 温度の計算値と実験値との比較
から, Takahash-Slimizuのモデルの適用濃度範囲の下限は従来考えられていたよりも高い濃
度であることが示される｡強制体積磁歪の計算結果から,濃度変化および温度変化の傾向は,
pd合金とPt合金では著しく臭っているが,加えた溶融原子の種類にはあまり依存しないこ
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